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短期大学に お ける一 般情報処理教育カ リキ ュ ラ ム

一最新 の 情報環境 を前提 と した具体 的 なカ リ キ ュ ラ ム 構成 と その 内容 一

三 木　大史 ＊ 1
， 長瀬 　修子 ＊2

〈 概要 〉学生 の 情報環境 と して 最新 の ネ ッ トワ
ー

ク環境 を前提 と した ，短期 大学非 情報系学
科 に お ける

一
般情報処 理教 育の カ リキ ュ ラ ム に つ い て

， 本学 の 平 成 9 年度実施予定の カ リキ

ュ ラ ム の 構成 お よ び 内容 を具 体例 と して 考察 す る 。全 国大 学 ・短 期大 学実 務教 育協会 の 「情

報 処理 士」称 号に対す る 考え方 と 「
一

般情 報処 理教 育」の 理 念 との 関 連 ，
コ ン ピ ュ

ー
タ科学

の 教養 ・概 念教 育 の 在 り方 ， 専 門教 育 に お ける 情報環 境 の 利用 の ため の コ ン ピ ュ
ー

タ リ テ ラ

シ ー教 育 な ど に つ い て論 じる 。

〈 キ ー
ワ

ー
ド〉 情 報処理 教育，

一
般 情報 処理 教育 ，情報教育，短期大学

1．カ リ キ ュ ラ ム の 前 提

1．i．情報環境

　次 の よ うな情報環境に 学生 は 置か れ る 。

　 （1） Windows 　NT と Windows95 に よ

　　　 る ク ラ イ ア ン トサ
ーバ シ ス テ ム

　　　 の ネ ッ ト ワ ーク環境 で あ る。

　 （2） イ ン タ
ー ネ ッ ト メ

ー
ル お よ び

　　 　 Microsoft　Mail が使 用 で き る。こ

　　　 れ に よ り， 学内 ，学外 の メ ー
ル ア

　　　 ド レ ス を持 つ 友達 と の 情報交換 ，

　　　担 当教 員 へ の 質 問，課題 レ ポ ー
ト

　　　 の 提出 な どが で きる

　 （3＞学 内 の パ ソ コ ン よ り イ ン タ ーネ

　　　 ッ トに ア ク セ ス 可能 で
， 学 内 で は

　　　自分 の ホ ー ム ペ ージ を持 つ こ と

　　　が で き，マ ル チ メ デ ィ ア を利 用 し

　　　 た 情 報発 信 と情報 収 集 が 体 験 で

　　 　 きる 。

　 （4） 自宅 に パ ソ コ ン が あれ ば，サ
ーバ

　　　 に 電 話 回 線 で 接続 す る こ と に よ

　　　 り，イ ン タ
ーネ ッ トの 利用 ， 電子

　　　 メ ール の 利用，演習用 サ ーバ の 利

　　　用が 自由に で きる 。

t．2，非情 報 系学科 に お け る 一
般情報処 理 カ

　 　 リキ ュ ラ ム モ デル

　 情報処理学 会 が文 部省委 嘱 調査 研究 と し

て 実施 した
一

連 の 調査研 究 （文 献 （1）〜（3））
は 高等教育機 関 に お け る情 報処 理 教育 の 方

向性 を示す もの と して 重要 で あ る。

　 文献（3）で 提 案 され た カ リ キ ュ ラ ム モ デ

ル を （表 1 ）に 示す 。 こ こ で ，非情報系学

科 とは ，情報処 理以 外 の 分 野 の 習得 を目的

とす る学 科 で ， た とえ ば英語科，生 活学 科

な ど の こ と で あ る 。 情 報応 用系学 科 と は ，

特定 の 業 務 へ の 適用 を前提 に情報処理 技術

を学 ぶ 学 科群 で ，た と え ば 経営 情 報学 科 な

ど の こ と を い う 。

非情報系学科　　　　　情 報応用系学 科

覊 ミ…鐙 讖 齬 ・　　 ．堯 ，
ソ フ トウ ェ ア 基 礎演習 i
　　　　　　　　　　　　 情報数学 1 （2）
　　　　 （8）
テ石7
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　　　　　　　　　　　　　デ ータ構造 と
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 養i⊇，
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ソ フ トウ ェ ア 工 学演習

　　　　ω’．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 毛

：

情報化社会論 （2）　　　 情報処理総合演習 （4）
（注 ） 科 目 名 の 後 の 数 は 週 あ た りの 時 間数 を示 す

（表 1）
一般情報処理教育カリキ ュ ラ厶 モ デ ル情

報 処 理学会 「短期高 等教青 に お け る一般 愉 報 処 理 教

　 育の 実態 に 関する厨査碍究 」（1995 年 ）に よる
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1．3．全国 大学 ・短期大学実 務教 育協 会

　　 「情報処 理 士 」称号の た め の カ リ キ ュ

　　 ラム ガ イ ドラ イ ン

　 全国大学 ・短期大学実務教育協会 （以 下，

実務 教 育協会 と記述 す る ）は 「秘 書教育」

カ リキ ュ ラ ム を持 つ 短 期 大 学 お よ び 大学 の

団体 で あ る 。実 務教 育協 会 は ，　 「全 国短期

大学 秘書 教 育協会」と し て 1974 年 に 発 足 し，

1994 年に 改 組 ・名称 変更 を行 っ た 。

　 実務教 育協会 は，加盟 の 大 学 ・短 大 よ り

申請 された カ リキ ュ ラ ム
， 担 当教 員 ， 施設 ・

設備 ，図書 ・学術 雑 誌 等 の 保 有 の 審査 を行

う。 申請 カ リ キ ュ ラ ム 等 が 「秘 書 士 」　「情

報処理 士」 な どそ れ ぞ れ の 称号 に応 じた一

定の 基 準 を満 た した場 合 ， そ の 卒 業 生 に対

して ，認 定カ リ キ ュ ラ ム か ら必 要 な科 目の

単位取得 者に そ れ ぞれ の 称 号を認定する 。

　 具体的 に ，　 「情報処理 士 」称 号 の ため の

カ リキ ュ ラ ム ガ イ ドラ イ ン を次 に示す 。

必修移目（1）　　 　　 基礎 ・理論科 目

（2 科冒 以上 ，4 単位 以上）

　 情　報　科　学 （講義 ・演 習） 2 単位

　 情 報 処 理 論 （講義 ・演習 ） 2 単位

　 プ ログ ラミング 理論 （講義 ・演習） 2 単位

　 シ ス テ ム 設 計 （講義 ・演 習） 2 単位

　 オ フ ィ ス ス タ デ ィ （講義 ・演 習＞ 2 単位

必修科目（2）　　　　 技能 科 目

（6 単位 以 上 ）

　 　 情報 処 理機 器 （コ ン ピ ュ
ータ ）に 関す る

　 演習 ・実習科 目

選択科 目

（10 単位 以 上 ）

　 情報社会論 ，情報文化 論 ．精報数学 ，情 報 コ

　 ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 論 ，情報検索，社 会情報学，

　 情報ネ ッ トワ
ー

ク 論 ， デ
ー

タ ベ ー
ス 論 ， 事務

　 機 器論，OA 機器論 ．　 OA 濱 習 ，
ワ
ードプ ロ

　 セ ッ サ演 習，秘書概論，秘書 実膀 ，経営学概

　 論，簿記，会計学

　 　 そ の 他 ，矯会 の 審査 委員会 に お い て 承 認 さ

　 れ た 科 目

悄報処理士 称号認定に 関する規定第 3条（平 成 8 年 4 月改 正）より

2．本 学 カ リキ ュ ラ ム と そ の 特 色

2．1．カ リキ ュ ラ ム の 構成

　 平 成 9 年 度 よ り実 施す る 情 報 処理教 育 関

連 科 目の カ リキ ュ ラ ム を （表 2 ）に 示 す 。

　　（表 2 ）で 「学期」は 半年 を 1 学期 と し ，

2 年間 の 在 学 期 間 を 4 つ の 学 期 に 分割 した

もの で ある 。

　 こ の カ リキ ュ ラ ム は （表 1） の
一

般情報

処理 教育 の カ リキ ュ ラ ム ガ イ ドラ イ ン を踏

まえ， さ らに ， 「情 報処 理士 」称 号 認定 の

た め の カ リキ ュ ラ ム の 基 準 を も満 た す も の

を 目指 して 構成 した も の で あ る 。

　　「
一

般 情報処 理教育」 の ガ イ ドラ イ ン に

示 さ れ た科 目か ら，　 「非情報系学科」 の た

め の 科 目 は す べ て 設 定 し ， さら に ， 「情 報

応用 系学 科 」の た め の 科 目か ら 「計算機論」

と 「情報処理 総 合演習」 を加え て い る 。

　　「情報処 理士 」称号 の た め の カ リキ ュ ラ

ム は ，必修 科 目 （1） と し て 「計算機 論」，

「プ ロ グ ラ ミ ン グ理 論」の 2 科 目 4 単位 を ，

必修 科 目 （2 ） と して 「ソ フ トウ ェ ア 基礎

演習」 ，　「ソ フ トウ ェ ア応用演習」 ，　 「プ

ロ グ ラ ミ ン グ 演習 1 ，H 」の 4 科 目 6 単位 を，

選 択科 目 と して f情報化社 会 論」 ，　「情 報

活用 A
，
B 」 ，　「情報処理総合演習 A ，B」の

5 科 目 6 単位 と非情報処理教育系科 目で あ

る 「経営 学概 論」，　 「簿記」の 2 科 目 4 単

位 を加 えて構成 した 。

2、2．カ リキ ュ ラム の 特徴

　 各科 目は そ れ ぞれ 「コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン

能 力 ・情報活用 能 力」 の 育 成 をは か る 科 目

群， 「コ ン ピ ュ
ー

タ の 動作原 理 の 基本 的知

識 」の 習 得 をはか る科 目群 ， 「コ ン ピ ュ
ー

タサ イ エ ン ス の 基礎 概 念」 の 理解 をは か る

科 目群，　 「社 会 と の 関連」 を考察す る 科 目

群の 4 つ の グ ル
ープに分類で きる 。 （表 2 ）

　 こ の 中で ，本 学英語科 お よび生 活学 科 生

活学専攻 の 学 生 に 対す る必修科 目は
， 　「コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 ・情報活用 能力」 の
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育 成 をは か る科 目群 の 「ソ フ トウ ェ ア基 礎

演 習」 ， 「ソ フ トウ ェ ア 応用演習」．　「情

報活用 A 」 ，　「情報活 用 B 」お よ び 「社 会

と の 関連」 を考 察 す る 「情 報化社 会 論」 の

計 5 科 目で ある 。 こ の うち 「情報化社会 論」

を除 く 4 科 目は 1 学 期 ， 2 学期 に集 中的 に

開講 さ れ， コ ン ピ ュ
ー

タ リテ ラ シ ー を在学

中 の 前半 に 身に つ け る こ と を 目的 と して い

る 。

　 各科目の 具体的 な内容 を，　 （表 3 ） に 示

す 。

3．カ リキ ュ ラ ム に 関 す る 論点

3．1．一般 情報処 理 教育 と実務教育

　 こ れまで の 本学 の カ リキ ュ ラ ム で は 情報

処理 教 育 関連 科 目を 専 門科 目 と し，操作
E

技 能 中心 の 実 務教 育 と位置 づ け て い た 。 ま

た
， 実務教 育協会の 「情報処理 士 」称号の

た め の カ リキ ュ ラ ム は ，情報処 理 教 育 と し

て コ ン ピ ュ
ー

タ の 操作
・
技能教 育 を重視 す

る考 え方 に 沿 っ て構成 さ れ て い る と見 られ

る 。

　
亅
一

方，　「…
般」情報処理教 育は

， 教養 ・

概念教育 を重視 し，情報処理 関連 科 目 を専

門科 目で は な く一般 教育 ・基 礎教 育 の た め

の 科 目 で あ る と考え る もの あ る 。

　 短期大 学 の 特色 は
， 理論 的体 系的知 識重

視教 育 と実践 的知識 中心 の 教育 の 双 方 の 特

色 を併 せ 持 つ とこ ろ に あ る と い わ れ る 。 こ

の こ とか ら，専 門教 育 と して 情 報 処理 に 関

す る 実務 教育 を行 うとい う考え方は 自然で

ある と い え る 。 しか し，現在 ，実務教 育 に

お い て 資 質の 向上が 重視 され つ つ あ り ，
た

と え ば
，

ソ フ トウ エ ア の 頻繁 なバ ージ ョ ン

ア ッ プ や 機 器 の 更新 な ど の 現 状 を見 れ ば，

単な る 特定 の ソ フ トウ ェ ア の 操作
・
技能習

得 や 特 定 の 言 語 の コ ーデ ィ ン グ を行 うだ け

の 教 育で は 「実 務」 を こ な して い く上 で 意

味 をな さず ， 「実践 的」 とは い え な い 。

　　「実 務教 育」 に お け る 「資質 の 向一辷」 を

は か る た め に は ，単 な る技能中心 主義か ら

教 養
・概 念教 育の 重 視 へ と力点 を うつ す こ

とが 必要 で あ る 。 ま た ，短期大学 に お い て

（特 に情 報 処理 に 関 し て ）　「実践 的 知識 」

を 身に つ け る と は
，　 「理 論 的 体系 的知 識」

の 基 本 的 ・基 礎 的 部 分 を身に つ け る こ と考

え る べ きで あ り，　 「実務 教 育」の カ リキ ュ

ラ ム の 大部分 が 「一般情 報処 理 教 育」 で 占

め ら れ る こ と とな る の は む しろ 自然 な こ と

で ある 。

学
期

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力 ・

　　 情報活用能力

コ ン ピ ュ
ータの

動作原理 の

基本的知識

コ ン ピュ
ー

タサ イ エ ン ス

　 　 　 　 の

　　　基礎概 念

社会 との 関達

1
ソ フ トウ ェ ァ

基礎演習 

情報活用

　A  

情報活用

　B （2）

2
ソ フ トウ ェ ァ

応用演習 
計算機論  プ ロ グラ ミ ン グ理論 

3 情 報処 理総合演 習 A （2） プロ グ ラ ミン グ演習 1（2）

4 情報処理豁合演習B   プロ グ ラ ミ ン グ演習 n （2） 情報化社会謝 2）

　　（注 1）　 科 目 名 の 後 の （2），（4）は 週 あ た り の 時 間 数 を示す

　 　 （注 2）　　「計算機論」　「情報化社会論」は 2 時間 2 単位 ，

　 　 　 　 　 そ れ 以 外 の 科 目 は 2 時間 1単位

　 　 （注 3）　 生 活 学 科 で は 「情報化社会論」 に か え て

．　　　　　　 「生 活情報論」が 開講 され る

（表 2 ）教育内 容による分類と各学期 へ の 科目配 当
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3．2，コ ン ピ ュ
ー

タ科学の 教養 ・楓念教育

　 プ ロ グ ラ ミ ン グ関連科目が 3科 目 8 時間

設定 して あ る の は
，

コ ン ピ ュ
ー タ 科 学 の 教

養 ・概念 教 育 を行 うた め で あ る 。 ま た
，

プ

ロ グ ラ ミ ン グ関連 科 目だ けで は な く ， 情 報

処理 関連科 目の な か で ， あ らゆ る機会 を捉

え，具体的 な事例 を通 して コ ン ピ ュ
ー

タ科

学 の 教養 ・概念教育 を行 う よ う努 め る 必 要

が あ る 。

3．3．メ デ ィ ア と しての コ ン ピ ュ
ータ利用 と

　　 専門教育

　 コ ン ピュ
ータ を コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の ッ

ール と して 利 用 す る 能力 を学 生 に 身 に つ け

させ る こ と に よ っ て ，英 語科 ，生 活学科 の

そ れ ぞ れ の 専 門教 育 に お い て 情報環境が 生

か され ，教 育の 質的 な変化が もた ら さ れ る

こ と を期待 して い る 。
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科 目名 船

ソ フ トウ ェ ア

　基 碇演 習

や　 　 イヒン

や　 日本 語 入 力，仮名漢字変換

や　 エ デ ィタとプ レ ー
ン テ キス ト

や 　 ワ
ープ ロ 文書

ソ フ トウ ェ ア

　応用演 習

や 　 表計算の 使 い 方

や 　 表計算の グラフ化機能

や　 続計

φ　 シ ミュ レ ー
シ ョン

情報活 用 A

や 　 電 子 メール

や 　 プ レ ーン テキス ト，ワ
ープ ロ 文書

　　 の 送受信

や 　 電 子会議室 ，
ニ ュ

ース グル ープ
，

　　 フ ァイル 転 送，メーリン グリス ト

情報活 用 B

や 　 オペ レーティン グ・シス テム，フ ァ

　　 イル の 管 理

や 　 表 計算の データベ ース 機能

や 　 データベ ー
ス の 検索，網羅性，

　　 表記の 揺 れ

情報処理

総合演習A

や 　 文字，音声，画 像，動画の 統合

　　 的な処理

や　 HTML ，ホーム ぷ 一ゾ の 作成

情報処理

総合演習 B

や 　 図 の 作成

や 　 プレ ゼ ン テーシ ョン

や 　 OLE

計 算機論

や 　 情報の 表現 ：符号と符 号化，
　　 2元符号化 ， 情報 量

φ 　 論理秦 子，論理 回 路 ：ゲート，
　　 組み 合わせ 回路，順序回路

や 　 中央処理装麗，主 記憶装置，
　　 入 出力 装 置，補 助 記 憶 装 置

登 　 次世代 コ ン ピ ュ
ータ

プ ロ グ ラ ミ ン グ

　　 理論

や　 基 本 データ型

や 　 算術式と文字列

φ　 代 入 文

や　 条件 文

や 　 基本制縡構造

プ ロ グ ラ ミ ン グ

　　演 習 王

登　 手 続きと開数

や　 入 力 と出 力

登 　 デ
ー

タの 受け 渡し

や　 配 列とレ コ
ー

ド

プ ロ グ ラ ミ ン グ

　　演習 H

や　 オブ ジ ェ クトの 基礎

φ 　 プ ロ ジェ クトの 管理 とデ バ ッグ

や 　 応用 プロ グラム の 作成

情報化社会論

や　 コ ン ピ ュ
ータの 歴史的発 展

や　 セ キ ュ リティ問題 ：

　　 情報セ キ ュ リテ ィ，プ ライバ シ
ー

保

　　 護，リス ク管理 ，障害管理

や　 シ ス テ ム 監査

や　 法 制 度 ：安 全 性 対 策 ， 知 的所 有

　　 権，情報公 開 ，コ ン ピ ュ
ータ犯 罪

や 　 新技術め 影響 ：ネッ トワ
ー

ク，マ ル

　　 チメディア ， 仮想現実

（衰 3 ）各 科
’
8 の 具体的内容
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